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いることを述べてきたが, 2 つ目から 5 つ目の目標は, 生徒
たちを指導する上で求められる英語力と集約することがで








  ―英検・TOEFL・TOEIC― 
上記で, 文部科学省が, 「概ね全ての英語教員が, 英語を
使用する活動を積み重ねながらコミュニケーション能力の
育成をはかる授業を行うことのできる英語力（英検準一級, 
TOEFL550 点, TOEIC730 点程度以上）及び教授力を備える」






づいて, 英検, TOEFL, TOEIC における妥当性と適切性につ
いて考察することにしたい。 
英検（正式名称：実用英語技能検定）とは, 1963 年に創
設され, 現在では年間 230 万人が受験している国内最大規
模の英語検定試験である10。英語で聞く, 話す, 読む, 書く
の４技能を, 筆記, リスニング, スピーキングのテストに
よって実社会で役立つ英語力の観点から測定し, 合否を判
定するものである。この試験は, 初級の 5 級から 4 級, 3 級, 











それゆえ, 英検は, 筆記, リスニング, スピーキングのテス
トによって, 実際に社会で使える英語力を測定するものと
して位置づけることができる。 
TOEFL（Test of English as a Foreign Language）テストは, 米
国非営利教育団体である ETS（Educational Testing Service）
によって開発された大学のキャンパスや教室といった実生
活でのコミュニケーションに必要な, 聞く, 話す, 読む, 書
くの 4 技能を総合的に測定する英語能力試験である12。
TOEFL テストは, アメリカ, イギリス, オーストラリア, 
ニュージーランド, カナダのほぼ全ての大学をはじめとし
た, 130 カ国 8,000 以上の機関に, TOEFL テストスコアを英
語能力の証明, 入学や推薦入学, 奨学金, 卒業の基準とし
て利用されており, 日本では教育機関などでの学内単位認
定や, 入試優遇, 海外派遣選考の目安として利用されてい
る。TOEFL には, TOEFL PBT（Paper-based Test＝ペーパー版
TOEFL テスト）と TOEFL IBT（Internet-based Test＝インタ
ーネット版 TOEFL テスト）があり, 現在, 日本では TOEFL 
IBTが実施されており, TOEFL PBTは 2007年 11月以降実施
されていない。また, TOEFL テストと相関性の高い団体向
けテストプログラムとして, TOEFL ITP（Institutional Test 
Program）がある。TOEFL ITP は, TOEFL PBT （Paper-based 
Test）の過去問題を再利用しており, 学内プログラムの効果
測定, クラス分け, 交換留学の選考などに利用されている。
TOEFL IBTの最高点は120点であるが, TOEFL ITPの最高点




TOEIC とは Test of English for International Communication
の略称で, 英語によるコミュニケーション能力を幅広く評
価する世界共通のテストである13。このテストは, 米国ニュ
ージャージー州プリンストンに拠点を置き , TOEIC や
TOEFL, SAT（Scholastic Assessment Test＝全米大学入学共通
試験）, GRE（Graduate Record Examination＝大学院入学共通
試験）を含む約 200 のテストプログラムを開発している世
界最大の非営利テスト開発機関である ETS（Educational 
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Testing Service）によって制作された。現在, 世界約 120 カ







ではなく 10 点から 990 点までのスコアで評価されるため, 
現在の英語能力を正確に把握したり, 目標とするスコアを
設定したりすることが可能になるのである。英語教師の望








る。それゆえ, TOEIC は, 就職や昇進, ビジネスの場で通用
する英語力を持っているのかを測定するものとして位置づ
けることができる。 












学 21 人, 高校 35 人, 中高一貫校 2 人）に TOEFL（ITP）と
団体特別受験制度の TOEIC（IP, Institutional Program）の両
方を受験してもらい, これらの英語能力試験の相関関係や
スコアの妥当性を検証した報告書が収録されている16。その
結果は, 以下の表 1 となっている。 
表 1 得点分布17 
TOEFL-TOEIC 人数 累計人数 累計（%）
600-810 5 5 8.62 
550-730 14 19 32.76 
530-720 13 32 55.17 
515-710 10 42 72.41 
500-700 6 48 82.76 
467-575 10 58 100.00 
 
この結果から, 文部科学省が提案している目標値の領域
（TOEFL:550 点以上, TOEIC:730 点以上）に該当する被験者
は, 累計で 19 人（32.76%）にすぎないことがわかる。そこ
で , 80%以上の被験者が該当する領域を見てみると , 
TOEFL500 点以上, TOEIC700 点以上という結果になってい
る。この調査結果から, 英検準 1 級に相当する点数は, 最低
限でも TOEFL500 点, TOEIC700 点程度であることが推定で
きる。さらに, 英検準 1 級合格者の中で, TOEFL の最高点が
640 点, 最低点が 467 点, TOEIC の最高点が 965 点, 最低点
が 575 点ということから, TOEFL と TOEIC の点数に大きな
幅があることが明らかとなる。よって, 文部科学省によっ








検準 1 級及び TOEIC では約 4%であるのに対して, 
TOEFL では約 14%である。 
・ 読解問題では, TOEIC は他の 2 試験と比べ, 短い文書を











以上のそれぞれの試験の比較調査の結果から , 英検 , 














－ 154 － － 155 －
日本における英語教師の英語力に関する覚書
   
ことが期待できるからである。 





















下の図 1 のような結果となっている20。 
図 1 英語能力試験受験結果21 
 
図 1 を見れば, 英語能力試験の受験者の中で英検 2 級の
取得者が半分以上を占めていることがわかる。財団法人日


















示されている中学校英語教員数は, 31,487人中, 45歳以上 50
歳未満が 4,874 人, 高等学校英語教員数は, 29,255 人中, 40









時間数, 教師の指導力, 生徒の学習意欲などの制約により, 































英検 2 級 
英検準 1 級 
英検 1 級 
TOEFL 550 点以上
TOEFL 580 点以上
TOEFL 900 点以上 
TOEFL 600 点以上 
TOEFL 730 点以上 
TOEFL 810 点以上 
－ 156 － － 157 －
横井　利佳子
   
から開放性を重視し, キャリアベースの雇用制度が実施さ
れている」28。外国語教職課程で取得可能な普通免許状は, 








平成 22 年度の教員採用者の倍率は, 中学校が 8.7 倍, 高等





記試験（一般教養, 教職教養, 専門教科, 作文, 小論文, 適


























として現地の生活体験が不可欠だと考えられ, 最低 1 年間
のフランス在住経験が義務付けられている。 
他方, 日本の英語教師はどうであろうか。日本の英語教
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位が高いため, 教師志望者の 1 割程度しか教師になれない
という厳しい現状である。では, なぜフィンランドの人々
は, それほど難関な道を選んでまで教師になろうとするの



















は, 給料, 地位, 労働条件があるように思われる。というの





























































必要性を考えるのであれば, 英語教師の地位, 収入, 労働
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